
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和6年度 第2回 滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 期 間 令和7年3月11日（火）14：30～15：15 

開 催 方 法 ZoomによるWeb開催 

出 席 者 【委員】 

滋賀県立総合病院       足立 壯一 （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  田中 俊宏 （副会長） 

大津赤十字病院        小川 修   （副会長） 

公立甲賀病院         辻川 知之 〈代理〉金 哲將 

彦根市立病院         中野 顯 

市立長浜病院         髙折 恭一 

高島市民病院         武田 佳久 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        木村 昌義 

滋賀県看護協会        草野 とし子 

滋賀県診療放射線技師会    武田 宣明 

滋賀県臨床検査技師会     大本 和由 

滋賀県歯科衛生士会      土屋 奈美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県健康医療福祉部     山田 忠利 〈代理〉細田 崇史 

 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        辻 將公  （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院             山本 秀和  (がん登録推進部会長) 

滋賀医科大学医学部附属病院  醍醐 弥太郎（診療支援部会） 

 

（敬称略） 

欠 席 者 【会員】 

滋賀県医師会         髙橋 健太郎 

 

【部会長】 

滋賀医科大学医学部附属病院  今井 晋二 （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院             花木 宏治   (緩和ケア推進部会長) 

 

（敬称略） 

議 事 概 要 【報告事項】 

1. 令和6年度の活動報告 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取組みについて報告。 

（協議会・企画運営委員会） 

    各種会議・イベントを年間計画通りに実施することが出来た。リレーフォーライフ

ジャパンや滋賀県がん医療フォーラムを通じて、協議会活動の周知やがん診療に関す

る正確で有益な情報を、県民や医療関係者へ発信出来た。最終評価Aとする。 

（相談支援部会） 

年間計画通り適切に実施出来た。がん患者サロンは9月末までに計72回開催し187名



 

の参加があった。「滋賀の療養情報」は第12版を3月納品予定。がん相談後のアンケー

トを実施し、4月から12月で計132件の回答があった。最終評価Aとする。 

 （地域連携部会） 

    地域連携パス登録件数は4月～12月(2025.1.17現在）で104件と前年度を下回る見込

み。前年度に改訂した乳がん・前立腺がんのパス運用を今年度より開始したが、治療

が複雑化しているため、処方等は今後の課題として検討が必要。各病院が使用しやす

いパスとなるよう引き続き内容の検討・改訂を行うように努めていく。 

 （がん登録推進部会） 

    実務研修会を開催し情報を共有することが出来た。院内がん登録データを各施設で

データ公表を行った。今年度は事業計画通りに実施出来ており、今後も継続し、積極

的にがん登録情報の活用と公開に努める。最終評価Aとする。 

 （診療支援部会） 

    「治療法一覧」として、これまで掲載されていなかった臓器の追加を含め、内容を

見直し、ホームページを更新。各病院のがん情報を「トピックス」としてまとめ、「が

ん情報しが」に掲載し、内容の更新を行った。がんゲノム医療、妊孕性温存、温存後

生殖補助医療について情報共有を行った。最終評価Aとする。 

 （研修推進部会） 

    がん看護研修〈基礎編〉を県内３病院で、がん看護研修〈演習編〉を県内２病院で

実施した。各団体の取組予定についての情報共有を行った。医療圏別、分野ごとでの

過不足の改善検討を行った。最終評価Aとする。 

 （緩和ケア推進部会） 

    緩和ケア研修会は県内9回の研修会を予定どおり実施できた。緩和ケアチーム研修

会は、県内6病院から課題を持ち寄り、前年度のフォローアップとなる研修を実施。Ｅ

ＬＮＥＣ－Ｊ研修会は修了者64名。世界ホスピス緩和ケアデー県民公開講座は参加者

81名。最終評価Aとする。 

 

 

2. 滋賀県がん診療連携協議会で役割分担すべき項目について 

・都道府県レベルで役割分担すべき項目が9項目あり、協議会で検討することとされて

いる。 

・ア 一部の限定的な医療機関でのみ実施される薬物療法 

 イ 集約化することにより予後の改善が見込まれる手術療法 

ウ 強度変調放射線療法や密封小線源療法、専用治療病室を要する核医学治療等の放 

射線 

   エ 緩和ケアセンター、緩和ケア病棟、ホスピス、神経ブロック、緊急緩和放射線治 

療等の緩和医療 

オ 分野別に希少がん・難治がんの対応を行う体制 

 カ 小児がんの長期フォローアップを行う体制 

 キ AYA世代のがんの支援体制 

 ク がん・生殖医療（別途実施されている「小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存 

療法研究促進事業」におけるがん・生殖医療ネットワークと協働して実施） 

 ケ がんゲノム医療 

・9項目について、各部会での役割分担について説明。 

 

 

3. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2024滋賀医科大学について 

・イベント実行委員会は滋賀県下の学生を中心に組織されており、がん啓発活動や募金

活動を行っている。1年に1度、その集大成として24時間歩いて夜を越すリレーウォーク

イベントを開催。 

 



 

・今年度は10月12日(土)13日(日)に開催され、協議会としてもがん相談ブースの出展を

行った。 

・出展ブースでは各種がんパンフレットや「滋賀の療養情報」等のパンフレットを準備

し、来場者の方へがんに関する情報発信を行った。また、相談支援部会協力のもと、相

談コーナーを設置し、多くの来場者と交流を行った。 

・イベント全体の参加者数は446名。チャリティーイベントのため、イベントを通して集

まった967千円が日本対がん協会へ寄付された。 

 

 

4. 第16回滋賀県がん医療フォーラムについて 

・2月22日(土)に栗東芸術文化会館さきら開催。基調講演をがん研有明病院の高野利実 

氏、講演を乳がん患者会「あけぼの滋賀」阪本絹代氏、特別講演をフリーアナウンサー 

の笠井信輔氏に講演いただいた。 

  ・来場者数は270名。『来場者の年代』としては60代、70代、50代の順で多く、50～70代 

で全体割合の76％となった。 

・『講演会を知った媒体』としては、「チラシ/ポスター」が55％と1番多かったが、次い 

で、「知り合いからの紹介」「医療関係者からの紹介」「職場からの紹介」と並び、口コミ 

の強さを実感。 

・アンケート全体を通して、「経験談を聞けて参考になった」「前向きになれた」「元気を 

貰えた」という旨の意見が多くあった。 

 

 

5. 次年度以降の開催方法について 

・「企画運営委員会」と「がん診療連携協議会」では、参加者が異なるものの、大方同じ 

内容について議論を行っている。 

  ・効率化の観点から、今後は「企画運営委員会」をメール会議方式とし、「がん診療連携

協議会」をWEB会議方式に変更する方向で検討。 

・「企画運営委員会」でも検討行い、了承を得ている。 

・開催方法変更について、「がん診療連携協議会」でも意見ないか確認行い、了承得られ

たことから、次年度から開催方法変更することが決定。 

 

 

6. その他 

・がん医療フォーラムを多くの県民の皆さんに聞いていただきたい。予算等の兼ね合い

があると思うが、次年度はWEB配信も検討いただきたい。（滋賀県がん患者団体連絡協議

会 菊井） 

・令和7年度は第3回患者アンケートを実施予定。アンケート配布等、また協力をお願い

したい。アンケートは令和元年度より3年に1回実施。（滋賀県がん患者団体連絡協議会

柳田） 

 以上のとおり報告します。                            令和7年 3月 11日 

企画運営委員会 委員長 足立 壯一 


